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12
人･まち･自然　　　輝いて 

　　　車窓から眺める紅葉  
　　　老健うちのみ入所者による紅葉狩り 
　11月24日、老健うちのみに入所している方たちがバスに乗って、寒霞渓の
紅葉狩りに出掛けました。山頂での気温が思ったより低く、車外にでることが
できませんでしたが、参加者の皆さんは秋の柔らかい日差しに輝く紅葉を車窓
越しに眺め、その美しさを堪能した様子でした。 
　いつの時代も人々を魅了してきた寒霞渓の自然。いつまでも残したい島の宝
です。 



１
　
月

●
内
海
町
消
防
団
出
初
式

●
内
海
町
成
人
式
　
新
成
人
、

128
名
誕
生

●
四
国
学
院
短
期
大
学
助
教

授
、
大
山
治
彦
先
生
を
迎
え

て
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
講
演
会
を
開
催

●
安
田
幼
稚
園
「
絵
本
の
部
屋

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
優
秀
実

践
幼
稚
園
と
し
て
表
彰

　
平
成
17
年
も
残
り
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
内
海
町
に
と
っ
て
は
来
年
３
月
の
池
田
町
と
の
合
併

を
目
前
に
控
え
、
最
後
の
締
め
く
く
り
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
行
わ
れ
た
様
々
な
行
事
の
中
で
も
「
内
海
町
と
し
て
は
最
後
と
な
る
…
」
と
い
う
前
置
き
が

つ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
今
年
、
町
内
外
で
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
出
来
事
を
広
報
写
真
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
 

広
報
写
真
か
ら
見
る
 

わ
が
町
、
う
ち
の
み
２
０
０
５
 

●
第
43
回
カ
ン
ポ
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
で
神
田
桂
子
さ
ん
（
苗

羽
小
５
年
）
が
四
国
支
社
長

賞
を
、
福
井
藍
子
さ
ん
（
苗

羽
小
５
年
）
が
郵
便
局
長
賞

を
受
賞

２
　
月

●
落
語
家
、
桂
こ
け
枝
氏

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
を

開
催

●
日
下
瑞
穂
さ
ん
（
草
壁
本
町
）

が
旭
日
単
光
章
を
受
賞

●
第
26
回
読
書
感
想
文
で
久
米

彩
冴
さ
ん
（
苗
羽
小
２
年
、

小
学
低
）、
中
村
奈
央
さ
ん

（
苗
羽
小
４
年
、
小
学
中
）、

亀
田
有
里
さ
ん
（
小
豆
島
高

１
年
、
中
・
高
）
が
最
優
秀

賞
受
賞

●
内
海
町
・
池
田
町
合
併
協
定

調
印
式

●
演
芸
家
、
江
戸
屋
小
猫
氏

生
涯
学
習
講
演
会
を
開
催

３
　
月

●
教
育
分
野
で
貢
献
の
あ
っ
た

４
団
体
26
名
に
教
育
委
員
会

表
彰

●
前
内
海
町
長
川
西
壽
一
氏
ご

逝
去

●
坂
手
幼
稚
園
閉
園
式

４
　
月

●
内
海
町
消
防
大
会

●
内
海
町
長
選
挙
、
坂
下
一
朗

氏
が
再
選

５
　
月

●
内
海
町
と
し
て
は
最
後
と
な

る
町
合
併
54
周
年
記
念
体
育

祭
開
催

総
合
優
勝
は
草
壁
地
区

●
黒
島
光
雄
さ
ん
（
苗
羽
）
が

交
通
安
全
功
労
、
藤
田
典
義

さ
ん
（
安
田
）
が
環
境
衛
生

功
労
で
知
事
表
彰
を
受
賞

●
'05
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
、
4,163
人
が
初
夏
の
島
路

を
快
走

2

体育祭参加者全員で作成した人文字 体育祭参加者全員で作成した人文字 

真鍋知事を交え固い握手 真鍋知事を交え固い握手 

絵本の世界にすいこまれそう 絵本の世界にすいこまれそう 

大いなる未来に向っての船出 大いなる未来に向っての船出 



６
　
月

●
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
で
苗
羽
小
学
校
が
入

選
●
第
33
回
壷
井
栄
賞
授
賞
式
で

林
友
里
恵
さ
ん
（
安
田
小
５

年
）
が
優
秀
賞

●
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
二
十
四
の

瞳
」
ロ
ケ
が
町
内
各
地
で
行

わ
れ
る

●
小
豆
島
高
校
弓
道
部
が
創
部

以
来
初
の
県
総
体
制
覇

●
坂
手
出
身
の
神
尾
昇
さ
ん

（
本
名
　
岡
崎
正
春
さ
ん
）

が
ル
ー
マ
ニ
ア
で
行
わ
れ
た

「
ベ
ッ
ラ
・
バ
ル
ト
ー
ク
国
際

オ
ペ
ラ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お

い
て
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

７
　
月

●
坂
手
に
て
巡
視
船
、
巡
視
艇
、

掃
海
艇
の
一
般
公
開
・
体
験

乗
船
会
、
開
催

●
内
海
町
防
災
の
日
、
橘
・
岩

ヶ
谷
地
区
を
中
心
に
防
災
訓

練
を
実
施

●
第
10
回
内
海
町
カ
ッ
タ
ー
・

ス
コ
ッ
プ
手
漕
ぎ
競
争
大
会

開
催

●
第
38
回
小
豆
郡
学
童
水
泳
記

録
会
、
う
ち
の
み
っ
子
大
活

躍
●
農
業
委
員
改
選

●
小
豆
島
高
校
野
球
部
が
夏
の

高
校
野
球
、
42
年
ぶ
り
の
ベ

ス
ト
４
入
り

８
　
月

●
草
壁
地
区
の
１
９
６
４
（
い

く
む
し
）
会
へ
国
土
交
通
大

臣
か
ら
道
路
美
化
清
掃
活
動

に
対
す
る
感
謝
状

●
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ン

小
豆
島
が
オ
リ
ー
ブ
記
念
館

な
ど
を
会
場
に
開
催

●
神
下
雄
吉
さ
ん
が
、
サ
ン
・

オ
リ
ー
ブ
に
絵
画
寄
贈

●
第
25
回
小
豆
島
ま
つ
り
盛
大

に
開
催

●
川
西
壽
一
氏
を
偲
ぶ
会

●
姉
妹
都
市
茨
木
市
と
の
子
ど

も
交
流
事
業
開
催

●
内
海
中
学
校
柔
道
部
、
相
撲

部
、
女
子
バ
レ
ー
部
が
四
国

中
学
総
体
で
優
勝
。
全
国
大

会
で
も
健
闘
。

●
内
海
町
助
役
に

岡
忠
昭
氏

が
再
任
。

９
　
月

●
衆
議
院
議
員
総
選
挙

●
第
54
回
香
川
県
青
年
大
会
が

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館
な
ど
を
会
場
に
開
催

●
高
齢
者
訪
問
で
坂
下
町
長
ら

が
お
年
寄
り
を
激
励

●
各
地
区
で
敬
老
会

10

月

●
第
24
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
う
ち
の
み
開
催

●
秋
祭
り
（
福
田
・
内
海
八
幡

神
社
）

●
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
開
催

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
た
戸
籍

証
明
発
行
事
務
ス
タ
ー
ト

11

月

●
小
豆
郡
教
育
文
化
祭

●
学
芸
員
、
亀
井
一
成
氏
郡
教

育
文
化
講
演
会
を
開
催

●
小
豆
島
町
の
町
章
が
決
定

●
う
ち
の
み
懐
か
し
の
写
真
展

●
第
22
回
二
十
四
の
瞳
・
岬
の

分
教
場
絵
画
展
授
賞
式

●
内
海
町
文
化
協
会
芸
能
発
表

会12

月

●
第
46
回
小
豆
島
駅
伝
競
走
大

会
●
内
海
町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
が
内
閣
府
よ
り
交
通
安
全

功
労
者
表
彰
を
受
賞

3

消防団員による土のう作り 消防団員による土のう作り 

新町の町章デザイン 新町の町章デザイン 

快進撃を続けた小高ナイン 快進撃を続けた小高ナイン 

バレーボール部 
柴本尚美さん 

柔道部　高橋郁佳さん（左）（左） 

相撲部　吉良隆弘くん（右）（右） 

柔道部　高橋郁佳さん（左） 

相撲部　吉良隆弘くん（右） 
バレーボール部 
柴本尚美さん 

先生役の黒木瞳さんと12人の子どもたち 先生役の黒木瞳さんと12人の子どもたち 



4

内海ダム（93,000裙） 粟地ダム（500,000裙） 吉田ダム（1,290,000裙） 
◎3ダムの貯水状況（11月27日現在） 

◎降雨記録  

平成14年 
（1月～11月） 

平成15年 
（1月～11月） 

平成16年 
（1月～11月） 

平成17年 
（1月～11月） 

10年平均 
（1月～11月） 

内海ダム 

粟地ダム 

吉田ダム 

630 

644 

764

1,451 

1,397 

1,383

1,615 

1,784 

1,682

671 

673 

737

1,078.2 

1,053.6 

1,184.4

風
呂
の
残
り
湯
も
再
利
用
を
… 

小
さ
め
の
浴
槽
で
も
200
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
入
る
た
め
、
残
り

湯
は
捨
て
な
い
で
洗
濯
な
ど
に
再
利
用
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

洗
濯
（
２
槽
式
）
は
、
た
め
す
す
ぎ
で
… 

た
め
す
す
ぎ
で
は
、
１
回
100
リ
ッ
ト
ル
で
す
む
洗
濯
も
、
流

し
す
す
ぎ
で
は
、
２
倍
以
上
の
240
リ
ッ
ト
ル
も
使
い
ま
す
。 

洗
車
は
バ
ケ
ツ
洗
で 

流
し
っ
ぱ
な
し
の
ホ
ー
ス
洗
い
で
は
、
240
リ
ッ
ト
ル
の
水
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
バ
ケ
ツ
洗
で
は
30
リ
ッ
ト
ル
。
210
リ
ッ

ト
ル
も
の
節
水
に
な
り
ま
す
。 

　
今
年
は
、
平
年
（
過
去
10

年
平
均
）
に
比
べ
て
降
水
量

が
少
な
く
、
内
海
町
の
上
水

道
の
水
源
で
あ
る
３
つ
の
ダ

ム（
内
海
ダ
ム
・
粟
地
ダ
ム
・
吉

田
ダ
ム
）
は
貯
水
量
が
減
少

し
、
水
事
情
が
悪
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
様
な
中
で
水
道
事
業

と
し
て
全
力
で
安
定
給
水
を

図
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
早
い
時
期
に
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
ら
な
い

と
、
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
水
道
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
様
な
状
況
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
節
水
に
ご
協

力
下
さ
い
。 

　（
11
月
27
日
か
ら
三
五
郎
池

・
12
月
１
日
か
ら
猪
谷
池
の

農
業
用
水
を
水
道
用
水
と
し

て
利
用
し
ま
す
。） 

歯
み
が
き
の
水
は
、
コ
ッ
プ
で
… 

コ
ッ
プ
３
杯
で
す
む
歯
み
が
き
も
、
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し 

（
約
１
分
間
）
に
す
る
と
10
倍
の
６
リ
ッ
ト
ル
い
り
ま
す
。 

昨年 今年 

98.9％ 

45.2％ 

昨年 今年 

87.3％ 

36.7％ 

昨年 今年 

99.9％ 
74.2％ 

※ 吉田ダムは、小豆3町で使用しており貯水量の約44%が内海町の使用できる水量です。 

※平成14年度は平成14年12月2日に渇水対策本部が設置されています。 

じ
ゃ
口
の
開
け
閉
め
は
、
こ
ま
め
に
… 

じ
ゃ
口
は
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
る
と
１
分
間
に
６
リ
ッ
ト
ル
、

全
開
に
す
る
と
20
リ
ッ
ト
ル
も
の
水
が
出
ま
す
。
じ
ゃ
口

の
開
け
閉
め
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 



香
川
県
身
体
障
害
者
相
談
所
で

は
、
次
の
日
程
で
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
す
の

で
、
１
月
10
日
貂
ま
で
に
住
民
福

祉
課
（
８
２
―

７
０
０
５
）
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
　
時：

平
成
18
年
１
月
24
日
貂

14
時
20
分
〜
15
時
20
分

場
　
所：

内
海
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者：

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

相
談
内
容

◎
補
装
具
の
交
付
・
修
理
に
関
す

る
こ
と

◎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
こ
と

相
談
（
診
療
）
科
目

肢
体
不
自
由
（
整
形
外
科
）

聴
覚
音
声
言
語
障
害
（
耳
鼻
咽
喉
科
）

漓
高
額
療
養
費

同
じ
月
内
（
１
日
か
ら
末
日
）

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
一

定
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申

請
を
す
る
と
そ
の
超
え
た
部
分

が
高
額
療
養
費
と
し
て
後
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

滷
入
院
中
の
食
事
代
の

自
己
負
担

入
院
中
の
食
事
代
の
一
部

は
、
次
の
と
お
り
患
者
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
申

請
を
す
る
と
そ
の
区
分
に
応
じ

て
減
額
さ
れ
ま
す
。

澆
特
定
疾
病
療
養

血
友
病
、
人
工
透
析
が
必
要

な
慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て
は
、

国
保
が
発
行
す
る
「
特
定
疾
病

療
養
費
受
領
証
」
を
病
院
の
窓

口
で
提
示
す
る
と
、
１
か
月
１

万
円
以
内
の
支
払
い
で
済
み
ま

す
。

潺
全
額
自
己
負
担し

た
と
き

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
申
請

し
審
査
を
受
け
認
め
ら
れ
る
と

７
割
（
ま
た
は
８
割
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

＊
不
慮
の
事
故
な
ど
で
保
険
証

を
持
た
ず
に
診
療
を
受
け
た

と
き

＊
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
を
付

け
た
と
き

＊
医
師
が
同
意
し
、
鍼
・
灸
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け

た
と
き

＊
国
保
を
扱
っ
て
い
な
い
柔
道

整
復
師
の
施
術
を
受
け
た
と

き
＊
海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け

た
と
き

潸
出
産
育
児
一
時
金

被
保
険
者
が
出
産
し
た
場

合
、
赤
ち
ゃ
ん
１
人
に
つ
き
30

万
円
が
出
産
し
た
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
12
週
以

降
で
あ
れ
ば
死
産
・
流
産
で
も

支
給
さ
れ
ま
す
。

澁
葬
祭
費

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、
葬
祭
費
３
万
円
が
葬
祭
を

行
っ
た
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

澀
高
額
療
養
費
資
金の

貸
付

高
額
療
養
費
の
給
付
を
受
け

ら
れ
る
方
の
う
ち
、
町
税
お
よ

び
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
へ
の

支
払
い
に
必
要
な
資
金
の
貸
し

付
け
を
行
い
ま
す
。
貸
し
付
け

は
無
利
子
で
、
高
額
療
養
費
給

付
額
の
80
％
を
上
限
と
し
ま

す
。
な
お
、
償
還
期
限
は
高
額

療
養
費
の
給
付
を
受
け
る
と
き

と
し
ま
す
。

潯
出
産
費
資
金
の
貸
付

出
産
育
児
一
時
金
の
給
付
を

受
け
ら
れ
る
方
の
う
ち
、
出
産

予
定
日
ま
で
１
か
月
以
内
の
方

に
つ
い
て
、
医
療
機
関
へ
の
支

払
い
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付

け
を
行
い
ま
す
。
貸
し
付
け
は

無
利
子
で
、
出
産
育
児
一
時
金

給
付
額
の
80
％
を
上
限
と
し
ま

す
。
な
お
、
償
還
期
限
は
出
産

育
児
一
時
金
の
給
付
を
受
け
る

と
き
と
し
ま
す
。

自己負担の区分 1日あたり 
の食事代  
780円 

650円 

500円 

300円 

標準負担額 
 

住民税非課税世帯の方 
 

住民税非課税世帯の方が90日以
上入院した場合の、91日目以降
住民税非課税世帯の方で、
所得が一定額以下の方　 

今
月
は
、
国
保
の
色
々
な 

　
　
　
　
　
給
付
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
…
… 

　
こ
れ
ら
の
給
付
申
請
に
は

各
種
添
付
書
類
が
必
要
で
す

の
で
、
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
、
住
民
福
祉
課
・
国
保
係

（
蕁
８
２
―
７
０
０
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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風
邪
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を 

　
　
　
　
　
　
予
防
し
よ
う 

寒
さ
が
増
し
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
は
や
る
季
節
で
す
。

風
邪
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

①石けんで手を洗う。 
　ウイルスは、空気感染よりも人と
人の手を伝わって感染することの方
が多いため、手に付着しているウイ
ルスなどの数を減らしたり、洗い流
してしまうことが一番の予防です。 

②うがいをする。 
　のどの表面がかさかさになると
ウイルスが一番付きやすい状態に
なるため、うがいによって付着を
避け、洗い流すことが必要です。 

③室内の換気と湿気に注意する。 
　ウイルスは乾燥した空気の中
で長生きします。定期的に部屋
の換気をしましょう。 

④流行時には、なるべく外出を控える。 
　外出時にはマスクをつけましょう。
マスクをつけることによって、自
分の風邪を予防するだけでなく、
周りの人へうつさないためにも重
要なことです。 

○
開
催
日
程：

１
月
13
日
貊
〜
３
月

14
日
貊
ま
で
の
約
３
か
月
間
、
毎
週

２
回
　
※
毎
週
火
・
金
曜
日
　
15
時

〜
16
時
30
分

○
実
施
場
所：

サ
ン
･
オ
リ
ー
ブ

○
対
象
者：

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
上
で
、
身
体
的
に
支
障

の
な
い
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
意
欲
が
あ
り
、

家
族
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
る
方

（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

（
介
護
認
定
に
お
け
る
「
要
支
援
」

ま
た
は
「
要
介
護
１
」
と
認
定
さ
れ

た
方
も
参
加
可
能
で
す
が
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
通
所
ま
た
は
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
は
除

き
ま
す
）

○
募
集
人
員：

６
名
（
申
込
多
数
の

場
合
は
、
選
考
会
を
行
い
ま
す
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム：

・
日
常
生
活
調
査
、
健
康
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク

・
運
動
体
力
テ
ス
ト
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
使
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
軽
運
動

・
体
力
測
定
・
ア
ン
ケ
ー
ト
（
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
内
容
や
日
常
生
活
評
価

な
ど
）

○
申
込
締
切：

12
月
19
日
豺

○
そ
の
他：

現
在
治
療
中
の
方
に

対
し
て
は
、
参
加
の
可
否
に
つ
い
て

主
治
医
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
・
問
い
合
せ
先：

健
康
増
進

課
（
蕁
８
２
―
７
０
３
４
）

第
１
回
　
筋
力
向
上
教
室

参
加
者
の
声

あ
っ
と
い
う
間
の
３
ケ
月
で
し

た
。
色
々
な
方
と
も
お
逢
い
で
き
る

週
に
２
回
の
こ
の
教
室
が
楽
し
み

で
、
張
り
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
老

化
を
少
し
で
も
遅
ら
そ
う
と
す
る
気

持
ち
で
皆
さ
ん
で
頑
張
っ
て
い
た
の

で
、
私
も
最
後
ま
で
頑
張
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

下
半
身
の
筋
力
低
下
を
予
防
す
る

た
め
参
加
し
た
の
で
す
が
、
普
段
あ

ま
り
動
か
す
こ
と
の
な
い
全
身
の
筋

肉
を
使
っ
て
の
運
動
が
良
か
っ
た
の

か
、
今
は
す
こ
ぶ
る
調
子
が
い
い
で

す
。
家
で
も
で
き
る
体
操
を
教
わ
っ

た
の
で
、
自
宅
で
も
続
け
て
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

最
近
、
日
常
生
活
に
介
助
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
方
や
、
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
い
、

歩
き
に
く
い
な
ど
の
理
由
で
日
常
生
活
に

支
障
が
出
て
き
た
方
な
ど
を
対
象
に
、
高

齢
者
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
用

し
、
運
動
機
能
の
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で 

　
　
　
　
　
　
弱
っ
た
足
腰
を
転
ば
な
い
足
腰
に

　
　
　
　
　
　
弱
っ
た
足
腰
を
転
ば
な
い
足
腰
に
!!
 

第
2
回
　
筋
力
向
上
教
室
参
加
者
募
集

回
　
筋
力
向
上
教
室
参
加
者
募
集
 

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で 

　
　
　
　
　
　
弱
っ
た
足
腰
を
転
ば
な
い
足
腰
に
!!
 

第
2
回
　
筋
力
向
上
教
室
参
加
者
募
集
 

石山ますみさん
81歳

6

平井　忠勝さん
68歳



7

～ 受付 13：4513：30

母と子のすくすくルーム（対象児：平成17年10月生まれ） 
12月21日貉  介護老人保健施設うちのみ 

 

受付 ～ 14：3014：00

3・4か月児健診（対象児：平成17年8・9月生まれ） 
12月22日貅  介護老人保健施設うちのみ 

 

受付 ～ 14：0013：30

9・10か月児健診（対象児：平成17年2・3月生まれ） 
12月22日貅  介護老人保健施設うちのみ 

 

12月９日貊  介護老人保健施設うちのみ 
 

体脂肪測定・ほくほく体操 

～ 15：0010：00

～ 11：309：00

 
内海町いこいの場（対象者：町内在住の精神障害者で参加可能な方） 

内　　　容 簡単な調理実習（クリスマスケーキづくり）ほか 
持　参　物 参加費200円、米１合、室内用シューズ 

 

12月20日貂 内 海 町 福 祉 会 館  

健
康
増
進
課
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー（
臨
時
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

募
集
人
員
　
２
名 

応
募
資
格 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
２
級
以

上
修
了
者 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者 

募
集
期
限
　
12
月
15
日
貅 

採
用
予
定
　
平
成
18
年
１
月
か
ら 

申
　
　
込
　
履
歴
書
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
修
了
証
書
の
写
し
を

添
え
て
、
健
康
増
進
課
へ
お
申

込
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
増
進
課（
蕁
８
２
―
７
０
３
４
） 

内海町食生活改善推進協議会 
会長　大川さち子さん 

＜作り方＞ 
①えびは殻を外し、背わたを取る。　     

②アスパラは５袍のななめ切り、しいたけ
は薄切りにする。   

③卵をときほぐして、Ａを混ぜあわせ、こす。   

④器に①②を入れて、③を注ぎ、弱火で約
15～20分蒸す。 

栄養価（１人分） 
エネルギー　 
たんぱく質 
カルシウム 

166kcal 
19.7裼 
262褂 

 
 
 

脂　　　肪 
塩　　　分 
 

4.2裼 
1.6裼 

 
 

内海町食生活改善推進協議会 

＜材料＞4人分 
・卵　 

・Ａ

　スキムミルク 
　　　スープ 
　　　塩 
　　　こしょう 
・えび 
・グリーンアスパラガス 
・生しいたけ 

 
３個 
80ｇ 

２カップ 
小さじ４／５ 

少量 
８尾 
４本 
４枚 

の
ご
紹
介 

　「
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
」
と
は
、

大
切
な
人
や
も
の
を
失
っ
た

と
き
に
訪
れ
る
悲
し
み
や
痛

み
を
抱
え
込
ま
ず
、
自
分
に

あ
っ
た
方
法
で
理
解
し
、
悲

し
み
を
消
化
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
の
こ
と
で
す
。 

   

①
大
切
な
人
と
の
死
別
を
体
験

さ
れ
た
方
が
、
そ
の
悲
観
の

過
程
で
孤
独
感
や
絶
望
感
に

支
配
さ
れ
な
い
よ
う
対
話
や

学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。 

②
死
別
に
限
ら
ず
、
日
々
起
こ

る
様
々
な
対
象
喪
失
に
よ
る

悲
観
の
過
程
を
見
守
り
、
個

人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

生
活
の
質)

向

上
の
た
め
心
理
面
で
の
支
援

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ 

（http
 //w
w
w
.g
riefw

o
rk.jp

/

） 

を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

　
大
切
な
人
を
な
く
さ
れ
た
方

が
自
分
に
あ
っ
た
方
法
と
ペ
ー

ス
で
様
々
な
思
い
や
気
持
ち
と

向
き
合
え
る
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
月
１
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
は
研
修
を
受
け
た
会
員
が

進
行
役
を
つ
と
め
、
参
加
者
が

安
心
し
て
体
験
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

参
加
方
法 

無
料
で
す
。
事
前
の
予
約
は
不

要
で
す
。
当
日
会
場
に
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

開

催

日 

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
日
曜
日 

時
　
　
間
　 

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

10
時
〜
11
時
30
分 

会
　
　
場
　 

高
松
市
女
性
セ
ン
タ
ー
　
　
　 

錦
町
１
―
20
―
11 

（
蕁
０
８
７
―
８
２
１
―
２
６
１
１
） 

 

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
・
か
が
わ
事

務
局 

（
蕁
０
７
０
―
５
６
８
０
―
４
０
８
４
） 

健
康
増
進
課
・
保
健
管
理
係 

　
（
蕁
８
２
―
７
０
３
８
） 

：
 

：
 

：
 
：
 
：
 



（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう） 8■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。 正しくは「坂手百年会」

です。訂正してお詫びします。

　
今
年
の
人
権
週
間
の
啓
発
活

動
重
点
目
標
は
、｢

育
て
よ
う

一
人
一
人
の
人
権
意
識
〜
思
い

や
り
の
心
・
か
け
が
い
の
な
い

命
を
大
切
に
〜｣

で
す
。 

　
こ
の
目
標
に
は
、
国
民
す
べ

て
の
人
が
、
命
の
尊
さ
・
大
切

さ
や
自
己
が
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
真
に
実
感

し
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会

な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
え
る

よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、 

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う 

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う 

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う 

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う 

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
元
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
な
ど
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
止
め
よ
う 

　
こ
の
他
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に

対
す
る
人
権
、
外
国
人
の
人
権
、

性
同
一
障
害
者
の
人
権
、
犯
罪

被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
へ

の
配
慮
な
ど
様
々
な
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う
と
す
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

今
な
お
部
落
差
別
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
差
別
が
根

強
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
本
町

で
の
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
昭
和
61
年
12
月
に

制
定
し
た
「
内
海
町
民
憲
章
」

に
、
人
権
尊
重
を
明
確
に
掲
げ
、

平
成
４
年
12
月
に
は
、
内
海
町

同
和
教
育
推
進
協
議
会
（
町
同

推
協
）
を
組
織
し
、
町
ぐ
る
み

の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。 

　
町
民
一
人
一
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
町
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、
平
成
５
年
４
月
に
、

「
人
権
尊
重
の
町
」
宣
言
を
行

い
、
平
成
７
年
６
月
に
「
内
海

町
人
権
を
擁
護
す
る
条
例
」
を

制
定
す
る
な
ど
、
同
和
問
題
の

早
期
解
決
と
併
せ
て
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
、
人
権
の
擁
護
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

焜 

　
「
第
57
回 

　
　
　
人
権
週
間
に
つ
い
て
」
　　　　　　　　　 

人
権
標
語

■
認
め
合
う
　

仲
間
が
い
る
か
ら
　

ぼ
く
が
い
る

３
B

森
口
　
笑
美

■
だ
め
な
も
の

だ
め
だ
と
言
え
る

友
が
い
る

２
A

日
向
広
太
翔

■
人
は
皆

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
　
宝
物

１
A

山
砥
　
裕
太

■
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　

い
つ
も
み
ん
な
が
　

そ
ば
に
い
る

１
C

中
井
　
千
尋

作
品
展
で
は
、
こ
こ
に
掲
載

し
て
い
る
作
品
以
外
に
も
、
多

数
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
豆
島
高
校
人
権
研
究
委
員
に

よ
る
「
箱
廻
し
の
研
究
〜
捨
て
ら

れ
た
文
化
〜
」
展
示
の
お
知
ら
せ

12
月
４
日
か
ら
10
日
（
人
権

週
間
中
）
ま
で
、
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２年　藤　　真琴 １年　片山　直美 ２年　吉岡　志穂 ２年　山本　詩那

3年　宮本　紗弓2年　有本　柚紀2年　植松　奈美1年　宮本　由衣

　
内
海
中
学
校
で
は
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
生
徒

の
創
作
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
・
標
語
や
総
合
学
習
を
通
し

て
人
権
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
12
月
11
日
か
ら
17
日

ま
で
、
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
で
内
海
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
人
権

啓
発
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

内
海
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る 

　
　
　
人
権
啓
発
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ 



■
入
所
定
員
■

内
海
保
育
所
　
　
　
　
　
40
人

〃
　
　
橘
分
園
　
　
15
人

〃
　
　
福
田
分
園
　
５
人

草
壁
保
育
園
　
　
　
　
　
120
人

■
入
所
要
件
■

共
働
き
な
ど
で
、
家
庭
内
で
の
保

育
が
困
難
な
児
童
（
年
齢
は
５
歳

ま
で
）

■
受
付
期
間
■

平
成
18
年
１
月
10
日
貂
〜
27
日
貊

※
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

８
時
30
分
〜
17
時

■
受
付
場
所
■

内
海
保
育
所
・
草
壁
保
育
園
へ

の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
育

委
員
会
事
務
局
（
蕁
８
２
―

７
０

１
４
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
橘
分
園
（
蕁
８
２
―

７
９

８
５
）・
福
田
分
園
（
蕁
８
４
―

２

１
２
２
）
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
直
接
各
分
園
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
仕
事
な
ど
の
都
合
で
町

外
の
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
入
所
手
続
き
■

所
定
の
申
込
書
に
、
次
の
関
係

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
父
母
が
共
に
就
労
・
給
与
所
得

者
の
方
は
、
就
業
証
明
書
、
平

成
17
年
分
の
源
泉
徴
収
票
（
確

定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
後
日

申
告
書
の
写
し
）、
所
得
税
の

か
か
ら
な
い
方
は
平
成
17
年
度

住
民
税
課
税
証
明
書

②
家
庭
内
就
労
、
病
気
な
ど
の
理

由
で
幼
児
の
保
育
が
困
難
な
方

は
、
関
係
機
関
の
証
明
書

※
な
お
現
在
入
所
中
の
幼
児
を
持

つ
方
で
、
４
月
以
降
も
引
き
続

き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
８
２
―

７
０
１
４
）

●
一
時
保
育
促
進
事
業
に
つ
い
て

内
海
町
で
は
、
草
壁
保
育
園
に

委
託
し
て
一
時
保
育
促
進
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

専
業
主
婦
の
育
児
疲
れ
解
消
や
保

護
者
の
急
病
等
に
対
応
す
る
も
の

平
成

年
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
受
付
を
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
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働
く
婦
人
の
家
で
は
、
次
の
と

お
り
体
験
親
子
講
座
「
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
作
り
」
を
行
い
ま
す
。

親
子
で
楽
し
く
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ

ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

日
　
　
時
　
12
月
17
日
貍
９
時
〜 

場
　
　
所
　
働
く
婦
人
の
家 

内
　
　
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

作
り 

対
　
　
象
　
親
子
（
中
・
高
生
は

　
　
　
　
　
子
ど
も
だ
け
で
も
可
） 

参

加

費
　
500
円（
材
料
代
含
む
）

申
込
締
切
　
12
月
15
日
貅 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　 

　
　
　
働
く
婦
人
の
家 

（
蕁
８
２
―
０
４
１
０
）

で
、
半
日
か
ら
お
預
か
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
有
料

で
減
免
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
草
壁
保
育
園
（
蕁
８

２
―
４
２
２
８
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

書　　　　　名 
◆ 新刊紹介（児童書）※他に約100冊あります  

◆ロビー展などの紹介（貸出可）  

◆年末年始の開館・休館のお知らせ  

行 事 内 容 日 　 時  
◆12月の行事予定  

皆さん、お気軽にご利用ください。　図書館（蕁82-0291） 

書　　　　　名 著 者 名  
◆ 新刊紹介（一般書）※他に約65冊あります  

マザー･テレサ　愛の花束 

15歳・拓の挑戦 

あしたをつかめ　平成若者仕事図鑑 

災害時の情報伝達・避難支援のポイント 

介護予防動ける体をつくる本 

転倒・骨折を防ぐ簡単！運動レシピ 

レンジで楽チン！糖尿病レシピ 

田舎暮らしがおいしい楽しい 

わたしの味 

 

 

 

 

 

 

 

 

中井　俊巳 

ＮＨＫ「こども」プロジェクト 
ＮＨＫ「こども」プロジェクト

あしたをつかめ」制作班 

災害応急対策制度研究会 

大渕　修一 

武藤　芳照 

村上　祥子 

松井　美香 

栗原　はるみ 

来年の干支「戌」に関する図書展 

子ども新春フェアー（読み聞かせ会・こども映画会） 

年末は12月27日貂まで開館し、12月28日貉～1月3日貂まで休館します。
新年は1月4日貉から開館します。  

12月6日貂～ 

1月5日貅・6日貊14：00～ 

わくわく おはなし会（1～3歳児対象）

古文書（初級） 

座談会「小豆島俳句史考」～壺井久子さんを囲んで～ 

おはなし　ひとみ会 

古文書を読む会 

枕草子を読む会 

手作り紙芝居作成日 

おはなしの会・やってみよう！・音読タイムの会 

おはなし　てるき会 

８日貅10：00～10：30 

10日貍10：00～12：00 

11日豸10：30～11：30 

11日豸14：00～14：30 

13日貂14：00～16：00 

17日貍14：00～16：00 

21日貉10：00～12：00 

24日貅15：30～  

24日貍10：30～11：00 

ころわんと　ころころ  

エルマーとカバ 

なぜなぜベスト図鑑（全２０巻）  

はてな？なぜかしら？国際問題シリーズ（全３巻）  

子どもの権利条約で考える　世界の子どもたち（全５巻）  

樹液をめぐる昆虫たち  

カレーのひみつ  

みんなみんななかよし  

星のふるよる  
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高 橋 禎 三 さん
（片城・74歳）

海
野
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
４

月
の
橘
会
館
（
隣
保
館
）
の
開

設
当
初
か
ら
の
館
長
と
し
て
、

同
和
問
題
の
早
期
解
決
の
た
め

に
、
地
域
住
民
に
対
し
積
極
的

な
指
導
・
助
言
を
行
い
地
域
住

民
の
自
立
意
識
の
高
揚
に
努
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自

治
会
長
の
要
職
も
兼
任
し
、
隣

保
館
と
周
辺
地
域
の
結
び
つ
き

を
深
め
、
地
区
内
外
の
住
民
の

一
体
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
に

対
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

海 野 熊 一 さん
（橘・71歳）

高
橋
さ
ん
は
昭
和
54
年
内
海

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
就
任

以
来
、
民
主
主
義
の
基
本
と
な

る
選
挙
の
重
要
性
を
認
識
さ

れ
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
事
務

の
執
行
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
海
町
中
小
企
業
融
資

審
査
会
委
員
就
任
以
来
、
中
小

企
業
の
金
融
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
、
常
に
公
正
公
平
の
立
場

か
ら
融
資
に
関
す
る
審
査
会
委

員
と
し
て
審
査
に
当
た
り
、
長

き
に
わ
た
り
地
元
商
工
業
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら
、

労
災
保
険
未
加
入
の
事
業
主
に

対
す
る
費
用
徴
収
制
度
が
強
化

さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
主
が
労

災
保
険
の
加
入
手
続
き
を
怠
っ

て
い
た
期
間
中
に
労
災
事
故
（
業

務
災
害
・
通
勤
災
害
）
が
発
生

し
た
場
合
、
遡
っ
て
保
険
料
を

徴
収
す
る
ほ
か
に
、
労
災
保
険

か
ら
給
付
を
受
け
た
金
額
の
100

％
ま
た
は
40
％
を
事
業
主
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  問
い
合
わ
せ
先 

香
川
労
働
局
労
働
基
準
局 

　
　
　
　
　
　
労
災
補
償
課
　 

（
蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
７
２
８
２
） 

労
災
保
険
に
未
加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
 

 
　
　

費
用
徴
収
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
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自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
学
生
募
集

（
第
１
学
期
　
４
月
入
学
）

放
送
大
学
と
は
？

◆
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
正
規
の
大

学
で
す
。

◆
幅
広
い
分
野
の
約
300
科
目
を

そ
ろ
え
、
１
科
目
か
ら
で
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も

全
科
履
修
生
・
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生
（
15
歳
以

上
で
あ
れ
ば
選
科
・
科
目
履

修
生
）
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。

◆
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど

か
ら
も
３
年
次
編
入
学
が
で

き
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
17
年
12
月
15
日
貅
〜
平
成

18
年
２
月
28
日
貂

資
料
請
求
（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
７
６
０
―

０
０
１
６
　

高
松
市
幸
町
１
―

１

（
蕁
０
８
７
―

８
３
７
―

９
８
７
７
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

県下の大会で優秀な成績を収めた内中生が、香川県の代表として全国大会に出場します。 

平成17年12月24日貍～27日貂 

第19回全国都道府県対抗 
　中学バレーボール大会出場 
＜香川県選抜選手＞ 

１　寺 澤 加 奈さん（３年） 
７　柴 本 尚 美さん（ 〃 ） 
12　坂 下 　 澪さん（ 〃 ） 
 平成18年1月22日豸 

第11回全国都道府県対抗 
　　　　　　　駅伝競走大会 
＜香川県チーム中学生区間走者＞ 

　 森 川 翔 平くん（３年） 
 ※森川くんは11月23日に行われた香川
県中学駅伝競走大会において最優秀選
手に選ばれました。 



　この日、安田小学校であいさつ言葉集会が
開かれました。あいさつを通じて明るい地域
をつくる運動の一環として行われたもので、
会では児童会によるあいさつ言葉宣言が行わ
れた後、宣言文をラミネートした配布用文書が、
地域の代表者の方々に手渡されました。 
子ども達から
も、大人の方か
らも積極的に
この運動を広
め、明るい地域
づくりのため
のあいさつの
輪を広げてい
こうというこ
とが確認され
ました。 

　町がオリーブ振興の一環として、大学と
連携し行っている、オリーブに関する講義
と収穫体験がオリーブ公園を会場として
行われました。この日は、奈良女子大の学
生が、食用オリーブの効能など講義を受け
た後、ペットボトルを使ってオリーブの搾
油実習を行ったり、実の収穫作業を行いま
した。教養としてのオリーブの知識を得る
だけでなく、島の良さもわかる経験となっ
たようです。 

　苗羽公民館が主体となって、町内各自治会、
企業、個人の方などから集めた約５万点も
の写真の中から選ばれた約2,500点の写真
を掲示した特別写真展が苗羽小学校体育
館で開催されました。 
　明治の初めから平成の現在までの我が
町の変遷をたどった興味深い写真が集まり、
来場した人は一枚一枚丁寧に鑑賞して、古
き町の姿に自分の思い出と重ねあわせて
いました。 
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（安田地区各世帯に配布された宣言文）



個人事業者の皆さんへ

消費税の申告、
あなたは大丈夫ですか？
平成15年の課税売上高が1000万円
を超えると、平成17年分の消費税の申
告と納税が必要です。
申告・納税の期限は、平成18年3月
31日です。
納付税額の計算方法には、みなし仕

入率を使う「簡易課税」もあります。
新たな課税事業者の方が「簡易課税」
を選択する場合、平成17年12月31日
までに届出書の提出が必要です。
消費税の納税には「安全・確実・便

利」な振替納税のご利用を
※詳しくは土庄税務署（蕁62－1302）
までご相談ください。

小豆地区消防本部より

携帯電話からの
119番通報について

平成17年12月1日から、
小豆島でも携帯119番がスタート
携帯電話119番での火災、救急など
の通報は高松消防局経由にて、小豆地
区消防本部で受け付
けていましたが、平
成17年12月1日から
小豆地区消防本部に
て直接受信できるよ
うになりました。
しかし、電波の状態によっては、香

川県や岡山県近郊の消防本部につなが
る恐れがあります。各消防本部の通信
員の指示に従ってください。
『通報するときには次のことに注意

して通報すると、消防車や救急車がよ
り早く到着します』
1．携帯電話は電波状態により、つなが
らない場合がありますので、なるべ
く加入電話や公衆電話を利用してく
ださい。
2．事故の内容（火事・救急・救助）を
確認してください。
3．車から通報するときは、車を止めて
安全確認したのち通報してください。
4．通報後、携帯電話の電源を切らない
でください。消防署から折返しの
（問い合わせ）電話をすることがあり
ます。
※詳細については、お近くの消防署で
おたずねください。
小豆島消防署　（蕁62－2220）
内海分署　　　（蕁82－0119）

不動産購入トラブルに
遭わないために

最近、不動産購入トラブルに関する相
談が増えています。
＜気をつけること＞

・重要事項説明書で確認する！
必ず契約前に、その不動産の詳細を記
載した重要事項説明書を作成して、取引
主任者が説明をしなければなりません。
口約束だけで話を進めず、重要事項説
明書の交付をお願いしましょう。
・契約は一人でしない、すぐしない！
契約前に家族や知人に相談すること

で、自分では気がつかないことが発見で
きることもあります。
・気になる点があれば、不動産取引に詳
しい人に聞いてみましょう。
＜困ったときは…＞

香川県土木部住宅課　
総務・宅地建物指導グループ　
県庁東館７階（蕁087－832－3582）

造林用苗木を斡旋します
内海町森林組合

内海町森林組合では、造林用の苗木
（ひのき・杉・くぬぎなど）を斡旋して
います。苗木の必要な方は、造林しよ
うとする場所の字名、地番、地目、所
有者氏名、希望される樹種を確認のう
え、お申し込みください。
申込期限：12月22日貅
申 込 先：森林組合事務局（役場･建設
農林水産課内）（蕁82－7010）

製造事業所の皆様へ

統計調査にご協力ください
平成17年工業統計調査を12月31日
現在で行います。
調査の実施に当たっては、本年の12
月から来年1月かけて調査員がお伺いし
ます。
なお、調査票に記入していただいた

内容については、統計法に基づき秘密
が厳守されますので、正確なご記入を
お願いします。
経済産業省・香川県・内海町

年末年始の町内各施設の
休館日・開館日のお知らせ

善
 
意
 
の
 
寄
 
付
 

〇内海病院整備基金へ 
　　石田　光博（西村） 

　　中橋　政滿（田浦） 

〇介護老人保健施設うちのみへ 
　　久米　芳枝（苗羽） 

〇内海病院整備基金・内海町老人介護
支援センターへ 

　　青地ユキ子（片城） 

〇内海病院整備基金・内海町老人介護
支援センターへ 

　　黒島　　一（田浦） 

〇内海町へ 
　　株式会社 ゼロム（西村） 

（敬称略） 
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チャイルドシート　乳幼児用  
ジュニア・シート9㎏～15㎏（ベスト型）   

無償 
無償 
 
 
 
 

（11月受付分） 

☆リサイクル情報の受付時間     
月～金曜日の8：30～17：15まで    
（土日、祝祭日および上記時間以外は受付できません。） 
 

【譲ります】 

 
 

 

【求めます】 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 

リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008） 

昔ながらのおまる    
乳幼児用テーブル付き椅子    
乳幼児用パイプ椅子    
乳幼児用クーハン（かご）    
健康器具（室内用ウォーキング） 
熱帯魚セット魚３匹付（プレコ） 
内中男子制服 冬の上着１点（160～165㎝） 
内中女子制服 夏･冬上下セット（150～155㎝） 
ベビーベッド（組み立て済） 
   

10月号に掲載したチャイルドシート・
コンビラックは、リサイクルできまし
た。ご協力ありがとうございました。              

施 設 名  休館日 開館日 

12／28貉 
 

12／30貊 

12／31貍 
 

平常どおり 
開館します 

年末年始も 
無休です 

二十四の瞳映画村 
岬の分教場 
オリーブ公園 
サン・オリーブ 

オートビレッジ 
ＹＯＳＨＩＤＡ 

オリベックス・ 
テニスコート 

〜
 

〜
 

講　　演 



小豆島准看護学院生徒募集

募集人員：定員15名
修業年限：2年
受験資格
①高等学校以上卒業者（卒業見込みを含む）
②中学校卒業者（卒業見込みを含む）
試 験 日：平成18年1月22日豸

10：00より
試験場所
小豆島准看護学院（内海病院北隣３階
建物）
試験科目：国語・数学・面接
受 験 料：10,000円
願書受付期間：平成18年1月12日貅～19日貅
入学後の奨学金（月額）

高卒者　72,000円
中卒者　63,000円

問い合わせ先
小豆島准看護学院（蕁82－0498）

お悩み事はありませんか？

心配ごと相談所の開設

内海町社会福祉協議会では、毎月１
回、心配ごと相談所を開設しています。
お気軽にご相談ください。
日　時：12月13日貂

13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館

行政相談所の開設

内海町では、毎月１回、行政相談所
を開設しています。お気軽にご相談く
ださい。
日　時：12月21日貉10：00～15：00
場　所：内海町福祉会館

13

小豆島町（内海病院）
職員募集

募集人員
①助産師 5名程度
②看護師 5名程度
③薬剤師 1名程度
④作業療法士　 1名程度
応募資格
①昭和35年4月2日以降に生まれた方
で助産師免許取得者または平成18年
に実施される資格試験に合格する見
込みの方
②昭和35年4月2日以降に生まれた方
で看護師免許取得者または平成18年
に実施される資格試験に合格する見
込みの方
③昭和45年4月2日以降に生まれた方
で薬剤師免許取得者または平成18年
に実施される資格試験に合格する見
込みの方
④昭和45年4月2日以降に生まれた方
で作業療法士免許取得者または平成
18年に実施される資格試験に合格す
る見込みの方
募集期間
12月5日豺～平成18年1月20日貊
応募用紙の請求・問い合わせ先
内海町役場　総務企画課（蕁82－7001）
内海病院　事務局（蕁82－2121）
※詳しいことは、内海病院事務局へお
問い合わせください。

平成17年度
高齢者住宅セミナー

バリアフリーに精通した建築設計の
実務者が、自ら行ったリフォームの実
例を紹介し、高齢者の住まいづくりの
お手伝いをします。
主　催

香川県・香川県高齢化対応住宅推進協
議会
テーマ：「実例から学ぶ、高齢者の住
まいづくり」
日　時：平成18年1月20日貊

13：30～16：00
場　所：香川県社会福祉総合センター

高松市番町1－10－35
講　師：㈱地域総合設計

代表取締役　佐伯 博章
住宅金融公庫四国支店
公共業務課　竹之内 秀 一

対　象：高齢者住宅に関心のある方な
ら、どなたでも
募集人数：70人（先着順）
参加料：無料
申込・問い合わせ：香川県住宅課

（蕁087－832－3584）

たっぷり笑って、少し考えて

町人権・同和教育講演会

桂 枝女太
し め た

人権落語＆人権講演会
日　時：12月12日豺14：00開演

（開場13：30）

場　所：福祉会館（安田公民館）

テーマ：｢落語から学ぶ人情の大切さ

～言葉の重み～｣

講師のプロフィ－ル

1958年大阪府豊中

市生まれ、1977年

1月高校在学中に桂

小文枝（故・五代目

桂文枝）に入門。

同年3月関西大倉高校卒業。

1986年 朝日放送の｢ＡＢＣ漫才落語新

人コンクール｣で最優秀新人賞受賞。

2002年末までＫＢＳ滋賀ラジオのパ

ーソナリティを約12年間勤める。

そのほか、なんば花月や各種落語会、

地域寄席、講演会などで活躍中。

12月　DECEMBER

講　　演 

講　　演 

講　　演 



（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）
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調査票へのご記入　 
ありがとうございました。 

皆さんの調査票は、厳重な
管理のもと集計中です。 

11 

20

10 

21

▽
紅
葉
も
終
わ
り
、
早
く
も
暦
は

12
月
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
新
し
い

ま
ち
の
幕
開
け
ま
で
残
り
100
日
少

し
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
時
代

の
流
れ
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

着
実
に
1
歩
1
歩
進
ん
で
行
き
た

い
も
の
で
す
。
皆
様
も
よ
い
お
年

を
。
　
 

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

国勢調査 

交通事故・火災・救急件数 
（町内10月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負傷者 

死亡者 

火 災  

救 急  

6 

6 

0 

0 

48

54 

71 

0 

9 

407

51 

58 

0 

6 

399

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
常
盤
興
太
郎
さ
ん
に

執
筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

本
年
９
月
に
高
松
市
で
昭
和

29
年
卒
業
福
田
中
学
校
同
窓
会

を
開
催
し
た
。
遠
く
は
関
東
、

関
西
、
九
州
か
ら
の
参
加
者
、

故
郷
を
守
る
小
豆
島
の
同
級
生

も
参
加
し
た
。
お
互
い
が
子
供

の
頃
の
愛
称
名
で
呼
び
合
い
、

幼
少
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

を
し
て
酒
を
飲
み
交
わ
し
喧
騒

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

私
た
ち
の
同
級
生
は
小
・
中

学
校
を
通
じ
１
ク
ラ
ス
し
か
な

く
、
そ
の
た
め
仲
間
意
識
も
強

か
っ
た
。
中
学
校
を
卒
業
後
、

関
西
在
住
の
森
　
勉
君
を
中
心

に
頻
繁
に
同
窓
会
を
開
催
し
て

き
た
。
60
歳
の
還
暦
を
福
田
八

幡
宮
で
祈
祷
し
て
以
降
は
「
老

い
先
短
し
」
と
毎
年
県
内
外
で

開
催
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

人
生
の
第
４
コ
ー
ナ
ー
に
差
し

掛
か
っ
た
同
級
生
48
名
も
寄
る

年
波
に
は
勝
て
ず
４
名
が
物
故

者
と
な
り
、
逢
う
た
び
に
誰
か

が
欠
け
て
行
く
寂
し
さ
は
拭
え

な
い
。
私
の
妻
（
旧
姓：

港

厚
美
）
も
同
級
生
で
同
窓
会
が

機
縁
で
結
婚
し
３
人
の
子
供
と

６
人
の
孫
に
恵
ま
れ
た
が
３
年

前
に
物
故
者
の
１
人
と
な
っ

た
。私

達
は
輊
終
戦
の
年
軫
昭
和

20
年
小
学
校
入
学
、
29
年
中
学

校
を
卒
業
し
た
。
そ
の
当
時
は

お
達
者
な
ん
な 

（233） 

坂
手
港
桟
橋
は輊
旅
立
ち
の
原
点
軫

（
福
田
出
身
・
67
歳
） 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

川

田

　

猛

 

お
達
者
な
ん
な 

（175） 

戦
後
の
混
迷
と
復
興
途
上
か

ら
、
家
計
も
厳
し
く
進
学
を
す

る
者
は
少
数
で
大
半
は
就
職
の

道
を
選
択
し
た
。

多
く
は
関
西
方
面
に
私
も
神

戸
の
造
船
所
（
川
崎
重
工
）
に

就
職
し
た
。
今
で
こ
そ
島
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
は
多
種
・
高
速

化
し
て
い
る
が
当
時
は
関
西
汽

船
の
み
だ
っ
た
。
島
へ
の
盆
休

み
、
年
末
年
始
の
帰
省
は
夜
行

便
船
で
帰
っ
た
。
両
親
、
弟
妹
、

同
級
生
に
逢
え
る
楽
し
み
を
胸

中
に
坂
手
港
桟
橋
に
降
り
立
っ

た
時
の
嬉
し
さ
は
今
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
出
立
も
こ
の
桟
橋
で

母
の
涙
で
送
ら
れ
た
15
歳
の
一

人
旅
だ
っ
た
。
坂
手
港
桟
橋
は

当
時
の
島
外
就
職
者
の
輊
旅
立

ち
の
原
点
軫
だ
っ
た
。

最
後
に
私
事
に
な
る
が
昭
和

43
年
に
坂
出
市
に
大
型
ド
ッ
ク

の
竣
工
に
伴
い
転
勤
、
49
年
か

ら
労
働
組
合
の
専
従
役
員
と
な

り
組
合
員
の
生
活
と
権
利
の
確

保
に
努
め
、
連
合
香
川
事
務
局

長
を
最
後
に
24
年
余
り
の
労
働

運
動
か
ら
身
を
引
き
、
現
在
、

社
団
法
人
役
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
。

【11月1日現在（　）は前月比】 

まちの人口／11,922（-6） 男 5,635（-4） 女 6,287（-2） 世帯数4,867（+2）  14

前列左端が川田さん 前列左端が川田さん 




